



作品 10 及び 25 の分析を通して―
L’influence de Chopin sur l’utilisation de la pédale de Debussy
-de l’analyse des Études Op.10 et 25 de Chopin révisées par Debussy- 
長　﨑　結　美
NAGASAKI Yumi
[Résumé]  L’influence de Chopin dans la musique de Debussy s’est fait sentir de son vivant, par 
des amis, des élèves et des auditeurs de Debussy. Il y avait des ressemblances  frappantes entre 
ces deux musiciens, surtout dans ses styles de jeu de piano (la souplesse, la sensibilité pour le 
son, l’utilisation de la pédale…etc.).   
 En octobre 1914, à l’aube de la première guerre mondiale, il a été demandé à Debussy par son 
éditeur Jacques Durand de réviser les œuvres complètes de Chopin pour créer de nouvelles édi-
tions françaises. Parallèlement à ce travail, Debussy composa ses ‘‘douze études pour piano’’ 
dédiées ‘à la mémoire de Chopin’.　
 Debussy a rarement donné des indications de pédale dans ses propres pièces pour piano. Cepen-
dant il y a des traces de corrections intéressantes sur des indications de pédale dans sa révision de 
Chopin. Debussy a tendance à accorder beaucoup d’importance à l’harmonie et au mouvement de 
la partie basse. Dans cette étude, nous essayons d’élucider des caractères originaux de l’utilisation 
de la pédale de Debussy en comparant aux autres éditions et d’examiner son attitude envers la 




ショパン (Frédéric-François Chopin 1810-1849) と同様に、自身も優れたピアニストであったド









号を記さなかった。しかしながら彼がデュラン社からの依頼で 1914 年 10 月から翌年にかけて校
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訂を行ったショパン作品の中には、多くのペダル記号が記されている。校訂の際にドビュッシー
は、ショパンの手稿、校正刷り、校訂版（ブライトコプフ版及びペータース版）を参考にしたこ







の校訂作業と同時期である 1915 年 7 月～ 9 月にかけて、ドビュッシー自身の《12 の練習曲集》
が作曲されていることである。ドビュッシーの《12 の練習曲集》は当初、フランス・バロックの
巨匠である F. クープランへの献辞を掲げることを予定していたが、最終的には「ショパンの追憶












































約 80 曲あるピアノ独奏作品の中で、僅かに 9 曲、17 箇所にしかペダル記号を残していない。ペ







る表記が多くある。まずは、「鳴らしたまま」を意味する ‘ laissez vibrer ’、‘ faites vibrer ’、「ソフト




ども、ペダル記号の代用としての表記 (Howat: 95) とみなすことができる。
譜例 1　《前奏曲集》第 2 集〈ヒース〉第 29 小節 
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強弱が付けられなかった。しかし、1905 年に Edwin Welte が紙ロールを使ってピアノの演奏機構
すべてを空気圧で動作させるシステムを開発し、 Welte-Mignon の名で発売した。このシステムに
より、演奏の細かな強弱やペダルの深さまで再現できるようになり、「再現ピアノ　reproducing-








タイトル （曲集） 作曲年 小節 記号、または言葉による指示
マズルカ 1890-91 46 con sordino
月の光 （ベルガマスク組曲）1890-1905 1 con sordino
塔 （版画） 1903 1 【記号】(2 Ped.)
　 11 ～ 14 【記号】 2 Ped.
　 27 ～ 31 【記号】 2 Ped.
グラナダの夕べ （版画） 1903 130 【記号】 Ped.
　 131 【記号】 Ped.
　 132 【記号】 Ped.
　 133 ～ 136 【記号】 Ped.
雨の庭 （版画） 1903 155 ～ 156 【記号】 Ped.
仮面 1903 ～ 04 174 ～ 177 【記号】 Ped.
　 194 ～ 197 【記号】 Ped.
　 198 ～ 201 【記号】 Ped.
ジャンボーの子守歌
（子供の領分）
1906 ～ 08 9 ～ 14 【記号】 les 2 Ped.
人形へのセレナード
（子供の領分）
1906 ～ 08 冒頭 この曲の間は常に、f が付いている所でさえ、
ソフトペダルを使用するべきでしょう。
　 121 ～ 123 【記号】 Ped.
帆 （前奏曲集　第 1 集） 1909 62 ～ 64 【記号】 Ped.
さえぎられたセレナード
（前奏曲集　第 1 集）
1909 25 les deux pédales
霧 （前奏曲集　第 2 集） 1911 ～ 13 14 ～ 15 【記号】 Ped.
　 41 ～ 42 【記号】 Ped.
オクターヴのための
（12 の練習曲集）
1915 49 (con sordino)
59 ソフトペダルを保持して、各拍にしっかりとペダルを











































































　ヒギンズの調査は主に作品 28《24 の前奏曲》、 作品 31《スケルツォ第 2 番》、作品 38《バラー
57
ドビュッシーのペダリングに見られるショパンの影響
ド第 2 番》、 作品 47《バラード第 3 番》、作品 54《スケルツォ第 4 番》を対象にするものであり、
全ての作品を網羅しているとは言い難い。しかしながら、ショパン作品の中でも特に重要なもの
を扱っており、それらのペダリングの特徴について端的に述べている点で、非常に興味深い。特





ンの依頼により、1914 年 10 月にドビュッシーはショパンのピアノ作品全集の校訂を引き受けた。
ドビュッシーがショパン作品の校訂を引き受けた主な理由として、経済的理由と、ショパンに対
する思い入れ、の 2 点が挙げられる ( 海老原 : 185)。この時期、ドビュッシーは創作よりもむし
ろ校訂の仕事に没頭したとみられ、翌年には《練習曲集》《ノクターン集》《ポロネーズ集》の校訂
を次々と仕上げている。




独自の校訂の形跡が多数見られる。1915 年の 1 月～ 9 月の間にジャック・デュランに送った手
紙の中には、度々校訂に関することが触れられており、《練習曲集》の校訂に関してもスラーやペ
ダル記号の配置など、細かい指示が行われている (Debussy: 132)。


































































が見られる。例えば、作品 10-8 の冒頭部分にその特徴が顕著に見られる（譜例 2）。第 3-4 小節
目にかけ、和声もⅠ度からⅤ度と変化しているにも関わらず、ドビュッシーはひとつのペダルで




譜例 2　《練習曲》　作品 10-8　第 3-4 小節 　






同様の例は他にも、作品 10-1 の第 18、第 20 小節目などにも見られる。また、速いパッセー
ジではないがフレーズの流れを優先させた例として、作品 10-11 の第 11-12 小節目（譜例 3）、作
品 25-7 の第 29-36 小節目にかけてのペダリングの例があげられる。
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譜例 3　《練習曲》　作品 10-11　第 11-12 小節
現代のピアノで、譜例 3 のように 2 小節間ペダルを踏み続けた場合、確実に響きが濁ってしま
うだろう。ドビュッシーが校訂作業を行っていた 1915 年当時使用していた楽器は、ベヒシュタ
インのピアノであったことが書簡より分かっている (Debussy: 134)。「ペダルを踏んでも濁りにく




ペダリングを記載する傾向が見られる。例えば、作品 25-5 の第 106-110 小節にかけては（譜例 4）、
フリートマンやショルツがペダル記号を全く書いていないのに対し、ドビュッシーとミクリは和
声の根音に即したペダリングを記している。他には作品 25-10 中間部分である第 59-60 小節など
にかけても、同様のペダリングが見られる。





例えば作品 10-10 の第 27-28 小節にかけて、和声が Des dur のⅠ度から、des moll のⅠ度へと変
化しているにも関わらず、ドビュッシーとミクリはこの 2 小節間をひとつのペダルを保持する指
示を行っている（譜例 5）。通常、長三和音と短三和音をひとつのペダルで混ぜると濁りが生じて




この他にも、作品 10-11 の第 25-26 小節目にかけて、作品 25-1 の第 29、第 31 小節などにおい
ても同様のペダリング技法が見られる。
譜例 5　《練習曲》　作品 10-10　第 27-28 小節
また、ドビュッシーのバス音へのこだわりを感じさせる興味深い例として、作品 10-4 のコー
ダ部分（第 71-74 小節）における、下記のような書法が見られる（譜例 6）。
譜例 6　《練習曲》　作品 10-4　第 71-74 小節
この作品においてドビュッシーは、一切のペダル記号を付していないが、このコーダ部分のみ、
本来は 8 分音符で記載されているはずのバス音である Cis を 4 分音符で記し、オルゲルプンクト






合」の 2 点において、ペダルの指示を行わなかったとされている 4）。
ドビュッシーのペダリングにも、これと共通した態度が見られる。例えば作品 10-3 において、
ペダルを全く用いずに演奏することはほぼ不可能であるが、ドビュッシーは僅かに 2 か所のみに
しかペダル記号を書いていない。また、半音階的な動きが特徴的な作品 10-2 や作品 10-6 に至っ
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が見られるのは全 27 曲中わずかに 4 曲（作品 25 の 1, 2, 7, 9）のみである。フリートマン、ショ
ルツ、ミクリの各版には、ペダル解除のマークが記されているため、ドビュッシーは敢えてこの
記号を書かなかったと考えられる。
ドビュッシーは自身の《12 の練習曲集》終結部分において記した「estinto 消えた」（第 3 番）、




























































3）《練習曲集》では、作品 10-5 及び作品 10-8 に、Kistner 版を使用した旨が言及されている。 
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